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村

琢

米
恨
の
問
題
が
担
く
叫
ば
れ
た
一
時
代
か
ら
米
前
、
決
定
の
有
力
な
資
料
と
し
て
米
の
生
産
費
の
調
布
が
吋
施
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
米
慣
に

釘
し
て
生
産
費
が
ど
れ
だ
け
決
定
的
・
な
も
の
で
あ
る
か
、
又
生
産
品
山
、
の
内
山
什
は
現
・
在
民
林
省
や
帝
川
内
農
合
で
保
則
せ
ら
れ
て
ゐ
る
項

目
で
い
L
も
の
か
ど
う
か
、
或
は
と
れ
を
過
し
て
米
作
民
家
の
紅
済
的
性
格
は
ど
う
か
と
云
ふ
と
と
は
と

L
で
は
問
題
と
し
な
い
。

け
れ
ど
も
制
持
政
家
が
米
を
生
産
す
る
場
合
の
賢
際
の
川
究
や
労
働
を
と
の
生
売
品
況
は
約
束
さ
れ
た
様
式
に
従
う
て
去
現
し
て
ゐ
る

と
一
五
ふ
黙
で
は
附
遣
の
な
い
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
地
域
的
な
各
個
々
の
農
家
の
生
古
川
本
怖
を
知
る
立
味
に
於
て
有
力
た
資
料
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
い
。
民
ら
れ
た
由
民
家
戸
数
と
快
ら
れ
た
農
家
の
生
庵
内
容
か
ら
、
と
れ
で
以
て
そ
の
地
域

の
全
農
家
の
生
産
上
の
蹴
態
を
よ
く
停
へ
う
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
農
家
の
濯
定
が
ほ
ビ
そ
の
地
域
の
中
流
農
家
で
あ

る
と
い
ふ
と
と
で
満
足
す
る
よ
り
外
は
な
い
。

と
の
調
布
に
於
て
地
域
的
に
同
一
作
物
に
到
す
る
附
労
働
の
生
産
性
ゃ
、
そ
の
生
産
に
於
け
る
各
部
の
事
情
が
露
主
さ
れ
て
ゐ
て
興

味
深
い
。

北
海
道
の
米
生
産
費
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九



北
海
道
の
米
生
産
費

伊七

u 

産
費
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

帝
同
法
舎
の
調
れ
に
よ
れ
ば
附
和
十
一
一
年
一
引
費
勃
穫
の
年
か
ら
、

十
四
年
に
五
る
ま
で
の
会
同
及
び
北
海
道
の
自
作
汗
の
訂
作
川
生

北
海
道
円

二
三
・
三

O

二
四
・
八
二

三
五
二
五

十
品
種
以
来
北
海
道
は
会
同
と
比
較
し
て
石
川
品
生
産
引
は
故
一
初
の
二
ヶ
年
に
於
て
は
少
く
、
十
川
年
度
に
於
て
は
大
で
あ
る
。
と
の

珂
山
は
次
に
一
不
寸
如
く
、
反
社
牧
赴
の
哨
減
と
反
抗
生
沌
伐
の
増
加
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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P~l コー

年年年

十
四
年
伎
に
於
け
る
生
産
品
夕
、
の
内
容
吃
見
ょ
う
。
次
の
如
く
で
あ
る
。



0
・0
五

0
・0
一一一

一

・

一

一

一

回

一

二

二

七

0
・

八

一

一

一

・

λ
0

一

一

・

四

七

二

・

一

二

地

資

本

利

七

・

入

二

二

一

・

三

O

計

二

一

・

五

O

入
・
六
二

一
石
山
首
生
産
費
ハ
副
収
入
ヲ
除
グ
)
一
一
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五
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五

(
備
考
全
園
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ケ
ル
石
常
副
収
入
こ
子
五
七
圏
、
北
海
活
三
一
・
一
一
一
七
国
)

I良
育話傍肥種接
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賃

計
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石
常
生
産
品
交

ハ
ト
四
年
度
〉

全

北
海
道

園

費料銀費費

0
・
三
七

六・
O
三

二
ニ
・
六
O

一
二
五

了
七
二

二
二
・
八
七

円了間
一

七・
O
五

一
五
・
四
五

一・一一一一二

三
・
六
七

二
入
・
九
一

兵

手続費費費

直
接
的
生
産
費
に
於
て
全
国
よ
り
北
海
道
は
約
六
・

O
一
ユ
附
多
く
、
開
接
的
生
産
伐
に
於
て
全
凶
が
一
二
・
八
八
同
多
い
。
副
収
入
を

差
引
き
、
石
世
生
産
費
は
北
海
道
が
一
ニ
・
一
ニ
二
回
大
で
る
る
。
会
同
に
於
て
も
亦
北
海
道
に
於
て
も
直
接
的
生
産
技
小
故
大
な
る
も

の
は
労
賃
で
あ
り
、
・
次
い
で
肥
料
で
あ
る
。
間
接
的
生
産
党
に
於
て
壮
大
な
る
も
の
は
土
地
資
本
利
子
で
あ
る
。

ζ

れ
等
に
於
て
わ
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北
海
道
の
米
生
蓬
費

七

が
同
農
業
の
生
産
事
情
が
端
的
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
は
岐
に
諸
家
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。

唯
北
海
道
に
於
て
は
土
地
資
ぶ
z

利
子
が
高
力
究
よ
り
も
少
で
あ
り
、
会
生
産
費
の
八
%
に
過
ぎ
な
い
が
、
全
闘
に
於
て
は
二
二
%

に
及
ん
で
ゐ
る
。
と
れ
が
と
り
も
な
ほ
さ
十
間
接
的
生
産
品
伐
に
於
て
逆
に
北
海
道
が
少
傾
で
あ
る
根
様
で
あ
る
。

直
接
投
に
於
て
北
海
道
が
大
で
あ
る
の
は
川
芳
賀
、
~
品
川
力
将
一
、
肥
料
炎
、
極
子
究
の
大
な
る
泊
め
で
る
る
。
持
貨
は
併
し
北
海
道
に

於
て
投
下
労
働
延
日
数
の
大
友
る
矯
め
で
は
な
く
持
貨
の
高
い
矯
め
で
あ
る
。

一
石
市
必
要
な
労
働
日
教
は
北
出
道
六
・
四
日
に
釘

し
、
金
凶
は
八
・
一
円
で
あ
る
。

↓
品
川
力
品
川
も
川
様
で
あ
る
。
市
力
使
役
日
教
が
北
海
道
一
石
川
HM0
・
六
日
に
封
し
、
会
同

0
・
七
日
で
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
ぬ
日
川
白
多

い
の
は
そ
の
伺
格
の
向
い
勾
め
で
る
る
。

肥
料
は
北
山
道
に
於
て
自
給
肥
料
の
大
な
る
と
と
が
肥
料
総
額
を
大
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
内
給
肥
料
の
大
・
な
る
と
と
は
北
海
道
の

家
心
品
川
の
存
在
に
か
L

る
地
眠
肥
の
大
な
る
舟
め
で
あ
り
、
息
れ
ざ
る
自
然
保
件
に
釘
臨
す
る
必
裂
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

組
子
の
品
目
別
は
北
海
道
は
全
闘
の
三
倍
に
近
い
。
北
海
道
に
於
て
は
直
揺
が
厭
一
倒
的
に
多
て
、
反
首
牧
泣
の
少
い
に
も
拘
ら
や
措

極
北
は
三
倍
と
な
っ
て
ゐ
る
。

以
上
む
と
れ
山
市
の
諸
品
川
川
は
等
し
く
北
海
道
に
於
て
大
で

b
り
、
従
っ
て
直
接
的
生
産
究
を
大
な
ら
し
め
る
要
素
で
あ
る
が
、
併

し
k
越
せ
る
如
く
純
子
の
究
川
を
除
け
ば
持
働
n
k
k
し
ろ
、
市
力
の
使
役
目
敢
に
し
ろ
釘
質
的
に
は
会
同
よ
り
少
い
。
む
し
ろ
労
働

の
生
毘
性
か
ら
見
れ
ば
、
一
人
一
日
営
の
生
産
金
制
は
北
海
道
五
e

五
三
同
に
封
し
、
全
同
は
五
・
同
九
回
で
あ
り
、
現
物
に
於
て
北

海
道
一
人
一
日
営
一
斗
五
升
の
生
産
割
合
に
釣
し
会
同
一
斗
二
升
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
か
ら
、
む
し
ろ
北
海
道
の
生
産
技
術
が
逃
ん

で
ゐ
る
と
云
ふ
と
と
が
山
来
る
で
あ
ら
う
。

間
接
的
生
産
品
灯
、
に
つ
い
て
は
北
海
道
が
少
い
と
と
は
岐
に
明
か
に
し
た
如
く
で
あ
り
、
と
の
最
も
巾
心
を
な
す
土
地
資
本
利
子
に



於
て
北
海
道
は
会
開
の
約
二
少
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
建
物
、
農
具
等
に
於
て
北
海
道
が
幾
分
多
い
と
し
て
も
会
開
的
に
は
柿
ん
ど
影

響
な
く
、
と
れ
等
の
夕
、
川
の
多
い
と
と
は
む
し
ろ
生
産
設
備
の
よ
り
よ
き
と
と
を
立
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

四

附
和
十
三
年
及
び
十
二
年
に
於
け
る
北
道
道
並
び
に
会
闘
の
生
産
品
丸
の
内
容
は
次
の
如
の
で
る
る
。
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北
海
道
の
米
生
産
費

一
七
川

附
和
十
三
年
度
及
十
二
年
皮
に
於
て
も
会
閥
並
び
に
北
海
道
の
米
の
生
産
突
を
比
較
し
て
直
接
的
生
斥
H
E
に
於
て
北
海
道
が
大
で

b
り
、
闘
接
的
生
産
品
交
に
於
て
北
道
道
が
ゆ
ノ
で
あ
る
鼎
に
於
て
は
鑓
り
は
・
な
い
。
市
も
直
接
的
生
産
技
中
、
岐
に
述
べ
た
る
如
ど
種

子
費
、
肥
料
究
に
於
て
北
海
道
が
大
で
る
る
が
、
持
賃
、
・
高
力
貨
に
一
於
て
は
十
三
年
度
に
於
て
北
海
道
大
で
あ
る
に
も
拘
ら
十
、
十

一
石
川
川
持
働
日
教
は
昭
和
十
三
年
及
十
二
年
に
於
て
も
北
海
道
少
で
あ
り
、
bv
刊
力
伎
役
目
敢
に
於
て

二
年
皮
は
む
し
ろ
少
で
あ
る
。

も
同
様
で
あ
る
。

闘
接
的
生
産
設
に
於
け
る
土
地
資
本
利
子
の
占
む
る
地
位
は
、
一
凶
越
せ
る
附
和
十
四
年
度
と
同
技
会
闘
に
比
較
し
て
北
海
道
が
著

し
く
低
く
、
建
物
究
及
び
民
共
費
が
幾
分
北
海
道
は
大
な
る
に
も
拘
ら
や
、
金
胞
と
し
て
闘
接
的
生
産
費
を
し
て
北
海
道
を
少
な
ら

し
め
て
ゐ
る
。

一
人
一
日
常
労
働
の
牧
企
及
び
生
廃
炉
、
格
に
於
て
北
海
道
は
附
和
十
三
年
及
び
十
二
年
に
於
て
も
大
で
あ
る
と

と
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
い
と
と
ろ
で
あ
り
。
そ
の
基
礎
も
叫
に
述
ぺ
た
と
と
ろ
で
以
て
つ
を
る
。

州
労
働
の
生
産
性
、

王

小
作
の
場
合
を
見
ょ
う
。

一
石
市
生
産
貨
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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五
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料

一

六

二

五
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一
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五
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費
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副
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ス
ヲ
除
グ
)
一
一
一
六
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九
五

ハ
副
枚
入
金
園
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一
一
於
一
ア
ハ
三
国
六
二
館
、
北
海
這
ハ
二
国
八
十
銭
〉

至言

費‘

一
-
四
八

二
了
八
二

一
子
四
九

二
七
二
九

良蓬

0
・0
一一一

一・四
0

0
・九一一

0
・
三
三

0
・
一
九

一
0
・
九
六

一
三
・
八
二

二
八
・
二

O

小
作
の
場
合
に
於
て
も
自
作
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
と
は
前
に
掲
げ
た
諸
表
か
ら
読
み
と
る
と
と
が
出
来
る
。
唯
小
作
の
場
合

は
会
同
に
於
て
も
北
海
道
に
於
て
も
自
作
に
於
け
る
土
地
資
本
利
子
よ
り
も
そ
の
舗
が
大
で
あ
り
、
刊
に
北
海
道
に
於
て
大
で
る
る

局
め
に
全
附
と
の
差
異
が
縮
少
さ
れ
て
ゐ
る
。
水
町
に
於
て
は
北
海
道
に
於
て
も
土
地
の
負
捨
が
大
き
い
。
附
和
十
二
年
度
、
十
一
一
一

小
作
に
於
て
も
一
石
常
生
産
に
要
す
る
持
働
日
教
は
北
海
道
六
・
二
日
で
あ
る
に
到
し
杢
同
は
七
・
六
日
で

年
度
も
同
じ
で
あ
る
。

あ
り
、
労
働
の
生
産
性
は
北
海
道
が
尚
い
。

....... ，、

北
海
遁
の
米
生
産
費

北
海
道
の
米
生
産
貨
は
盟
凶
の
如
何
に
よ
っ
て
全
国
千
均
に
比
較
し
て
心
へ
と
な
り
又
小
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
生
庭
究
の
内
容
た
る
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各
究
目
の
う
ち
土
地
資
本
利
子
及
び
小
作
料
が
著
し
く
低
廉
で
あ
る
が
矯
め
に
、
共
他
の
究
口
が
会
問
平
均
と
比
較
し
て
大
で
あ
る

に
も
拘
ら
・
子
会
問
と
し
て
会
問
と
の
差
異
が
縮
少
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
官
る
。
而
も
と
の
土
地
開
係
の
費
目
を
除
い
た
共
他
の
究
日
中

主
要
た
る
も
の
と
し
て
肥
料
及
び
労
賃
は
自
給
肥
料
の
多
い
と
と
L
、
家
族
貯
働
時
間
の
少
い
と
と
の
窮
め
百
質
的
に
は
会
同
と
比

較
し
て
少
い
と
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
と
の
野
働
時
間
の
少
い
と
と
は
本
官
は
北
海
道
に
於
け
る
労
働
の
生
産
性
が
高
い
潟
め
で

あ
り
、
と
れ
は
又
種
子
費
、
農
具
費
、
建
物
費
等
の
小
額
で
あ
る
が
多
い
と
と
換
言
す
れ
ば
、
投
下
資
本
部
分
の
多
い
と
と
L
相
ま

っ
て
北
海
道
の
生
産
上
の
合
理
性
を
意
味
す
る
も
の
と
云
ふ
と
と
が
出
来
る
。
む
し
ろ
と
れ
等
の
資
本
を
利
用
し
て
よ
り
多
く
の
生

産
物
を
生
産
す
る
労
働
の
技
術
の
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
と
と
が
叉
高
い
努
賃
の
基
礎
と
も
友
り
作
る
と
云
へ
る
か
も
知
れ
な
い
。

北
海
道
に
於
て
は
農
期
間
短
く
、
議
候
が
寒
冷
で
あ
る
た
め
に
、
水
町
の
牧
穫
を
と
の
程
度
ま
で
高
め
る
と
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
っ
た
。
品
種
の
改
良
、
土
壌
の
改
良
、
病
害
品
の
防
除
が
あ
ら
ゆ
る
機
闘
を
総
動
員
し
て
試
験
研
究
せ
ら
れ
る
と
共
に
そ
の
持
及

に
な
み
た
い
で
い
で
な
い
努
力
が
傾
注
さ
れ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
併
し
・
な
が
ら
限
ら
れ
た
少
い
家
族
労
働
力
で
以
て
短
い
期
間

に
と
の
作
業
を
途
行
し
得
た
も
の
は
周
知
の
如
く
事
力
l
民
ー
に
よ
る
耕
転
と
、
芭
播
と
に
負
ふ
て
ゐ
る
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い

と
と
ろ
で
あ
る
。
現
在
的
に
と
の
閥
係
が
主
と
し
て
附
労
働
力
の
異
常
な
節
約
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
共
他
の
作
業
、

除
草
、
収
穫
、
特
に
除
草
に
於
て
は
決
し
て
充
分
に
持
働
の
合
政
化
が
行
は
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
直
揺
が
多
北
の
町
子
を
川

ひ
な
が
ら
牧
八
止
の
上
で
不
充
分
で
あ
る
と
と
や
、
一
史
に
限
ら
れ
た
期
聞
に
労
働
が
集
中
化
す
る
と
と
年
も
改
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
と
れ
に
封
し
て
直
播
と
拝
趨
苗
代
、
冷
床
百
代
と
の
結
び
合
せ
に
よ
る
努
力
配
分
の
合
却
化
ゃ
、
除
草
に
が
、
け
る
心
品
川
力
機
の
深

川
に
よ
る
労
力
の
節
約
と
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
労
働
の
生
産
性
の
向
上
は
即
ち
低
生
産
投
の
基
礎
で
る
り
、
戦
争
に
よ
る
持
働
力

の
不
足
は
北
海
道
の
稲
作
に
釘
し
て
も
一
見
に
労
働
力
の
生
産
性
の
強
化
を
嬰
求
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
と
の
局
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
が

過
去
に
於
て
示
し
た
合
明
性
へ
の
努
力
の
体
統
の
下
で
側
々
の
農
家
に
於
て
百
践
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。


